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１．研究計画の概要 
本研究の目的は、声の特徴を認知・記憶する
メカニズムを解明することである。実験は母
語・非母語情報と声質情報の相互作用に関し
て、音声マスキングを用いて検討した。声質
（個人性情報）の認知に言語（母語／非母語）
の韻律情報や文脈条件が重要な影響を及ぼ
していることが示唆された。 
 
２．研究の進捗状況 
平成 18 年度はまず実験刺激となる音声資料
(日本人及びアメリカ人の音声)を収録した。
4 つの刺激条件(話者(2)×言語(2))の刺激を
作成した。加工前の音声刺激について、日本
人被験者に対して認知・記憶実験を行った。 
平成 19 年度は加工音声を用いて２つの認知
実験を行った。実験１では、日本語母語話者
が日本語を話す場合について、話者の話す速
さ（話速）という提示条件の違いにより声質
の認知はどのような影響を受けるのかにつ
いて検討した。実験２では、音声を逆向再生
した場合について検討した。実験２の目的は、
前年度（2006 年度）の研究結果では話者が
外国語を話していると認知すると声質の認
知が影響を受けるという結果が得られたが、
それが外国語を話しているという認知によ
るのか外国語の韻律情報の違いによるのか
を分離して声質の認知を調べることであっ
た。 
平成 20年度は平成 19年度の実験データをさ
らに収集した。その結果、話速により声質の
認知は影響を受け、特に話速が遅い場合にそ
の影響が大きいことが分かった。さらに、 
音声を逆向きに提示すると、日本人話者を日

本語非母語話者（すなわち「外国人話者」）に同
定しやすくなり、いくつかの評定項目において、
順向提示の場合との間に有意な差異が認められ
た。さらに、2006年度に行った日本語母語話者
が英語を話した場合のデータと比較すると、英
語を話した場合には「自信がない」と判断しや
すかったのに対して、聞き手も知らない外国語
（実際は逆向き提示なので外国語ではないが外
国語のように聞こえる）の場合には、このよう
な判断傾向は得られない、などの結果が得られ
た。なお、音声分析については現在も分析中で
ある。本年度の研究成果より、声質（個人性情
報）の認知に言語（母語／非母語）の韻律情報
や文脈条件が大きな影響を及ぼしていることが
示唆された。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
（理由）  
予定していた実験がほぼ計画通りに実施でき、
種々の新しい知見が得られた。その一方で、新
たな問題点も見つかった。当初の予定では最終
年度(平成 21 年度）に「声質の情報処理モデル」
を完成する予定であったが、新たな問題点を解
明してから後にモデルを完成させる方が良いと
判断した。新たな問題点とは、感情音声と声質
認知との問題は切り離せない、という点である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
感情音声と声質認知との問題は切り離せない、
という新たに見出した問題点を解決するために、
次のような実験計画を立てた。 
①これまでの研究で用いた平静の音声だけでは
なく感情音声も刺激音声として用いる新しい実
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験を行う。 
②感情音声を声質の認知実験に組み入れた
実験から得られる、新しい知見を得た上で、
「声質の情報処理モデル」モデルを完成する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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